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   The following results were obtained from the statistic studies and drug sensitivity tests of bacterial

fiorae isolatcd fr6m the urinary tract in 1979 and 1980． Of the 2942 bacterial strains isolated， 804

（27．3t．’ ） were gram－positive cocci． Of the 2128 strains isolated from out－patients， 25．20／o were E．

coli， 13．30／o were Enterococci， 11．8 O／． were Proteus spp，， 7．2 O／o were P． aeruginosa， 6．9 O／o were K

Pneumoniae， 5．8 e／o were S． ePidermidis and the rest were others． Of the 814 strains isolated from

hospitalized patients， 16．7 O／． were Enterococci， 12．6 O／． were Proteus spP．， 11．70／o werg E． coli， 11’．4C／o

were Pr qeruginosa， 10．3 O／o were K． pneumoniae， 8．8 O／o were S． ePidermidis and the rest were others．

   The number of Proteus sPP．， P． aeruginosa， non－fermentative gram－negative bacilli detected in

the isolates from the out－patients and that of E． coli， K． pneumoniae， Enterococci detected in the

isolates frem the in－patients were higher than in previous years． The major isolates， i．e．， 9 species，

from out－patients were more susceptible to the．antimicrobial agents tested， ’ ??モ?垂?that nalidixic acid

was more effective against the isolates from in－patients．

   During the past two years， we have been routinely using so called 3rd generation cefem anti－

biotics to treat urinary tract infections． This might be why the number of isolates of Serratia． was

only 2．50／． of the total isolates which is relatively lower than at other hospitals， and the susceptibility

of isolated Serratia in the disk－sensitivity test was also slightly higher． ’
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は じ め に

 最近のめぎましい抗菌薬の開発，すぐれた薬剤の出

現とその使用により泌尿器科領域でも起炎菌の種類や

薬剤感受性に少しずつではあるが変化が認められてい

る．

 これらのことを理解することが尿路感染症の治療に

役立つものと考え，前貸で1976～1978年の尿中分離細

菌（105コ／ml以上）とディスク感受性試験の結果を．

報告したが，今回は1979年，1980年の外来，入院患者

尿中分離菌について同様の報告をし，若干の考察を加

える．

方法および材料

 1979年1月から1980年12月までの2年間に，外来，

入院患者の尿細菌培養を中検に提出し，105コ／ml以

上の細菌を検出したものを集計した．

 尿採取方法は女性では導尿，男性では中間尿とし，

カテーテル留置患者ではカテーテル中を流れる尿を採

取することを原則とした．

 外来患者では尿路性器感染症の疑いのあるものとカ

テーテル留置患者を対象とし，入院患者は全員尿中細

菌の検索をおこなっている．またカテP一一テル留置患者

ではカテーテル交換ごと，すなわち2～6週間に1回

の検査がおこなわれている．

 これら105コ／皿1以上検出しt es株につきampicil－

lin （ABPC）， sulbenicillin （SBPC）， cephaloridine

（CER）， cefazolin （CEZ）， kanamycin （KM）， gentami－

cin （GM）， chloramphenicol （CP）， tetracycline （TC），

colistin（CL）， n41idiXic acid（NA）の10薬剤と，一

部菌種では，penicillin－G（PCG）を含め，昭和の1濃

度ディスクを使用して薬剤感受性を測定しt．

 感受性の判定では（柵）と（廿）を感受性あり，（＋）

と（一）を感受性なしとして集計しアこ．

成 績

1） 細菌分離頻度

 Table 1， Fig．1～3｝C示すような結果が得られ

t．外来の方では1979年度に比して，1980年度の検出

菌ではProteus sPP．（とくにP． mirαbilis， P． rettgeri）P．

aeraginosaそのほかのブドウ糖非醸酵グラム陰性菌の

増加と，Escherchia coli， StaPb210COCCUS epidermidisの減

少が目につく，その結果2年間の統計としては，E・ coli

25．2％， Enterococci 13．3％， Proteus sPP 11．8％， P． aerugi－

nosa 7．2％， Klebsiella Pneumoniae 6．9％と続くがその

ほかのブドウ糖非醸酵グラム陰性桿菌が9．1％を占め
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 year
（No， of strains）

1979
（1187）

1980
（1755）

Total

（2942）
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Fig． 1． lsolation rate
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1．6

25．2      7．2 6．9 U，8 9」  6」 13．3 5β 13．0

o 20 40 60
  Fig． 2． lsolation rate （out－patint）

80 1ooe／．

ており，S． epidermidisも5．8％を占めている．

 入院の方では，1979年度に比し，1980年度の分離菌

ではE．coli， K． Pneumoniae， Enterocecciの増加とE．

cloacae，そのほかのブドウ糖非醗酵グラム陰性菌， S．

epidermidisの減少が目につく．その結果2年．問の統

計ではEnterococci 16．7％， Proteus spp l 2．6％， E． coli

王1．7％，P． aeruginosa I I．4％， K． Pneumoniae 10．3％， S．

epidermidis 8．8％と続いている．

 Table 2にはPγo繊∫吻．の詳細を示した．前回で

はProteus sPP・の詳細は示さなかったので，ここで合

せて1976年度から1980年度までのものを示した．％は

各年度ごとの入院あるいは外来からの検出菌（IO5コ／

ml以上）の総株数に対するものである．

 1979，1980年度のものだけをみるとP．mirabilisが

もっとも多く，次がP・morganiiであり， P・inconstans

は1976年IC 1株検出されて以後は検出されていない．

 全体としてはE・ c・liがもっとも多く21・5％でEntero－

cocci 14．3％， Proteus spp．12．O％，そのほかのブドウ糖

非醸酵菌8，6％．P． aeruginosa 8．4％， K・ Pneumoniae 7．8

％などが続いている．したがって，NFGNBは17％に

達する．

 まtS・epidermidisも6．7％と比較的大きな割合を

しめている．
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  year

（No．of strains

1979
（420）

1980
C394）
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・．c・li宕i轡型と一聯？us§§朧一 o量her  other
mFGNB GNB

En量em一   ．COCC1

S．epid－
@     o量hersermidis

S

9．5    10ρ   7．4 129  6．0  9、3 lO．2 13．3 lL2    10．2

14つ 12．9 13．5 124 3．8 5．3 79 20．3 6．3 3．6

lL7    目，4 lOβ 126 4．9 7．4 6．9 16．7      8．8    7．1

o 20 4．0 60 80 1ooel．

Fig．3。 Isolatio且rate．（三血一pat量ent）
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2）分離菌の薬剤感受性

 外来および入院患者由来の薬剤感受性率を年度ごと

に示し’tものがFig．4～23で，下段に示す数字が2

年間の平均感受性率である，

 （1） E． coli （Fig． 4， 5）

 他剤｝こ比して外来，入院とも．にABPC， SBPCの感
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受性率が低い．また外来と入院を比較すると全体的に

入院の方が感受性率が多少低い．

 （2） K． Pneumoniae （Fig． 6， 7）

 ABPC， SBPCはほとんど感受性がない．アミノ糖

系薬剤の入院患者由来菌株に対する感受性率の低下が

著明でGMで62．3％， DKBで45．3％となっている．
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TCも同様である．
 （3） Proteus SPP． （Fig． 8， 9）

 外来，入院でそれほど差がない． ABPC， CEX，

GER， CEZでは外来の方が感受性率が低い．

 （4） P． mirabilis （Fig． I O， 11）

外来，入院ともにどの薬剤も良好な感受性を示して
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Figl 8． Susceptibility of Proteus spp． out－patient
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おり，耐性菌は少ない．

 （5） P． nzorganii （Fig． 12， 13） 一

 外来，入院ともにSBPCを除くβ一lactam系薬剤

は無効である．NAは外来，入院とも80％以上の良い

感受性率を示した．

 （6） P． aeruginosa （Fig． 14， 15）
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Fig． 11． Susceptibility of ，P． mirabilis in－patient

 外来ではDKB， GM， Cしが95％以上の感受性率

を示しSBPC， TCが70％程．度の感受性率であるが，

入院の方ではCLは98．9％であるがGM， SBPC，

TC， DKBは75～82％の感受性率である，アミノ糖

系の感受性率は入院の方で大分低くなっている．その

ほかの薬剤は無効と考えて良い．
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Fig． 13． Susceptibility of P． morganii in－patient

 （7） S． marcescens （Fig． 16， 17）

 菌株数は少ないが，比較的感受性率の良いのは，外

来でGM， CP， NAで75％以上の感受性率である

が，これが入院になるとNA 57．5％， GM 50％， CP

42．5％が上位3 rs剤ということになる．しかしなが

ら，ほとんどの薬剤で198G年の方が外来，入院とも感
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Fig． 15． Susceptibility of P． aeruginosa in－patient

受性率が良くなっている．

 （8） E． cloacae （Fig． 18， 19）

 外来の方で感受性率が高いのはGM， NA， Cしで

80％以上の菌株に有効と考えられるが，入院の方では

NA， Cしだけとなる．そのほかの薬剤は1980年度入

院患者由来の菌株に対しては，ほとんどが無効と考え
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Fig． 17． Susceptibiliy of ’S． marcescens in－patient

られた。

 （9） Enterococci （Fig． 20， 21）

EnterococciのほとんどはS． faecalisと考えてよく感

受性分布はやはりペニシリン系薬剤が良好である．

cefem系薬剤のうちCERは良好な感受性率を示し

た．またCP， TCも比較的良好な成績であった．
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Fig． 19． Susceptibiliy of E． cloacae in－patient

 （10） S． opidermidis （Fig． 22， 2S）

．外来の方ではNAの32．3％PCGの．67．7％が悪

い方で，．入院の．方になると．．．NAは84．7％と成績が良

いがKM， DKB， GMのアミノ糖系薬剤の感受性率

が外来のものに比して低下している．．
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Fig． 21． Susceptibility of Enterococci in－patient

考 察

 尿中分離菌に対する統計は多数あり，われわれが

1976～1978年のものについて報告してからも九大，

宮崎医大，都立駒込病院などからの報告がなされてい

る．Table 3にこれらの施設での分離菌種の％を示し

tこが，中牟田ら3），三方ら5）の報告申の一部はそのデー

タから計算し記載した．またわれわれがすでに報告し
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Fig． 23． Susceptibility of S． epidermidis in－patient

たものも比較のために示した，占部ら1）の九大泌尿器

科における報告では1952年の球菌系は55．8％であった

のが，1966年1こは24．9％に減少しており，大越ら2）の

比較的近年の報告でも80％前後がグラム陰性桿菌とな

っている．

 最：近の報告では申牟田ら3）は球菌系が14％前後，永

友ら4）は14～17％，三方ら5）は15～20％としており，

中牟田ら3）の報告を除き入院患者由来菌の方が外来の



岡田・ほか：尿路分離菌・薬剤感受性 1095

Table 3． Distribution of isolated bacteria

from
Tokal Unlv．

1979 ．v t 980

Tekal Univ．

t976 N 1978
Kyushu Univ．

1978Nt979
Miyazaki Univ．

1978 ・v 1979

Komagome Hosp．

1975．4Nt979．3
frOm    ◎uFPatient in－pa曾len1 out－Pottens h－po舗e励セ ou曾一Po曾ien象 irトpo舗en↑ ou†一Pqtie所 il｝p《2†ient ouトpo輔enセ】n－Pattenヤ

E．coli 25．2
Poe
煤|乳2
Ktebsielta 6．9

Serratia t．6

職il：ζ
En曾e職賢i3．4

口．7

1 r．4

tO．3

4．9

12．7

8，9

16．6

37． 5

7．3

ア，7

 1．5

ゆ，8

7．1

10．9

12．O

t6 ．3

7．1

6．2

12．0

3．6

14．7

29．3

7．5

7．5

9．3

13．7

9．0

8．4 21．5
6．0 t5．5
5．6   日．4

27．1 5．0
7．4 12．4

IO．3 8，9

7．4

22．5

4．1

13．O

t5．4

9，0

53．8

5．0

4．4

2．9

7．8

6．4

6．5

9，t

15．0

7．3

32．3

1t．4

2．3

8．6

No．of strains 2128 814 1945 t589 335 584 202 524 945 220
Re而αrks  Klebsietta  Klebsiel la

     8・4％ 12．5 0／e
    Citro軸   Ci曾ro－
     bOC曾er    boc徳r
     2 ，O O／e 3．4 “le

    Staphylo一 Staphylo－
     coecus eoccus
     7．2 ’lo 10．2 ele

P．cepacia Entero－
6．6e／． b一．aqt－e．r

・認9。躍；。
 2 ．7 e！． 7． o ol．

    Staphylo－
     coccus
     3．4 “le

Citro－
 bαc怜r
 4el．

Citro一 Entero－
 b◎c霊er    boc曾er
io． s ol． o．g ol．

S愈qphyIQ－  Ci雷ro－

cOcCus bacter
 4．6 0！o 2．8 ele

Entero－
 bacter
6 ．4 O！e

Citre－
 bacter
2，7 010

ものより球菌系の占める割合が多くなっている．

 われわれの施設でも前報では，’桿菌系が約80％を占

めている6）が今回の報告では外来では26．7％，入院の

方では29．0％が球菌系であった．

 またブドウ糖非醗酵グラム陰性桿菌（NFGNR）は

前報6）では外来11．9％，入院24．9％（P． aeruginosaを

含む）（計17．7％）であり1978年度入院患者は31．5％

もあったが，今回は外来16．3％，入院18。8％（計17．0

％）と外来での増加，入院での減少が認められた．こ

れはP・aeingino∫aの入院での減少が影響していると

思われる．

 中牟田ら3）の報告ではP． aeruginosaが減少したも

ののSerratiaが増加し，またNFGNBも入院でとく

に著明であるという．

 まず外来からの分離菌をみてみると，どの施設でも

E． coliが最も多く分離され三方ら5）は53．8％と大きな

比率を示している．われわれの施設では前報6）の37．5

％から25．2％と減少している．

 P．aeruginosaはわれわれの施設では前鞭）と差がな

く比率も中牟田ら3）のものとそれほど差がない．しか

し永友ら4）の報告は15．3％と比較的高い比率を示して

いる．

 Ktebsiellaもわれわれの施設と中牟田ら3）の報告では

差がないが永友ら4）の報告では11．4％とやや多いよう

である．

 なおKlebsiellaに関してはわれわれの施設では

K．Pneumoniaeだけを示しておりremarksの所にK・

oxytocaと同定されたものを含めたものを示した．

 K．ozanaeは1株も検出されていない．

 Serratiaはわれわれの施設では少ない方であり，九

大の9．3％がもっとも多い．

 Pr・teus spp．は都立駒込病院で7．8％と少ないが他施

設ではその程差がない．

 グラム陽性球菌のS．epidermidi∫は三方ら5）の報告

とわれわれの施設では中牟田ら3），永友ら4）の報告よ

り多いようである．

 Enterococciはわれわれの施設では増加傾向にあると

思われ，他施設よりも比率が高く，比率からいくと三

方ら5）の報告の2倍におよんでいる．外来からの検出

菌について，目立っ7ことは中牟田ら3）の報告でP・

eePαciaの比率が6，6％と多いことである．

 入院の方をみてみると中牟田ら3），三方ら4）によれ

ばSerratiaの比率がもっとも多く，それぞれ27。1％，

32．3％を占めているが，われわれの施設では4．9％に

すぎない．

 われわれの施設でもっとも多かったのはEnterococci

の16． 6％であるが，これは前報にくらべるとやや増加

しているように思われる．他施設では，8．6～10．3％

と一定しており，あまり差はない．われわれの施設で

次に多いのはPr・teus sPPの12．7％で中牟田ら3）は7．4

％，永友ら4）は15．4％と差が認められる．

 その次に多いのはE・coliのll．7％であるが，これ

は回報とほとんど差がなく，他施設に比較して多い．

 P．aeruginosaは1L4％で画報では16．3％と最も比

率が高かったのに比し減少傾向にある．しかし中牟田

ら3）の6．O％ほど少なくはない．永友ら4）によれば

25， 5％と入院患者由来のものの中でのもっとも多くを

占めている．

 Klebsiellaは10．3％で前報より増加しており，中牟

田ら3），永友ら4）の報告よりかなり大きな比率を示し
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ている．

 S．epidermidisは8． 9％で前倒に比して2倍以上の伸

びを示し，他施設より多い．

 そのほかの菌種では中牟田ら3）によればEnterobacter

が9．1％，R吻α6fαが7．0％と比較的多く，永友ら4）

によるとCitrobacterが10．8％と多い．

 われわれの施設の5年問を通じても，また中牟田

ら3），三方ら5）のデーターでもProteUS spp．のうち外

来ではP．mii abilisがもっとも多く，入院の方ではわ

れわれの施設と申牟田ら3）によればP．mirabilisがも

っとも多いのに比し，三方ら5）の報告ではP．vulgalis，

ついでP・morganiiが多くなっている．

 なお5年間を通じて，推計学的に外来ではE．coli

の減少，NFGNBの増加がP＜0・05で， Enterococci

の増加othersの増加がP＜0．1でいえ，外来入院を

合せてみるとNFGNBの増加がP＜0．05で， E． coli

の減少，othersの増加がP＜O．1でいえる．

 まtPratetfS sPP・については入院の方でR繍観傭

の増加がPく0・05で，P・vulgalis・P・rettgeriの減少

がPく0．1でいえ，外来入院を通じて，P． mirabilisの

増加がP〈0．05でいえる．

 他施設の成績を全般的にみてみると，入院患者にtノ

めるSerratiaの比率がかなり大きいことがわかるが，

われわれの施設では1976～1978年でも6．2％にすぎ

ず，さらに1979～1980年では4．9％と減少してお

り，逆にEnteroaocciやS． epidermidis多く，とくに入

院患者で多いことがわかる．

 このことは地域差，施設差，原疾患や合併症，使用

抗菌薬の程度にも影響されるといわれているが，これ

に関連して思いあたることは，われわれの施設では

1979～1980年度に現在市販されているかあるいは市販

されようとしている，いわゆる第3世代のcefem系

抗生物質を尿路感染症治療に集中的に使用しtこためグ

ラム陽性球菌の比率がとくに入院患者検出菌で多くな

り，Serratiaが少ないのではないかと思われるが，今

後の推移をみてみたい．

 つぎに薬剤感受性であるが，主なる菌種ごとに，1976

・一 1978年のわれわれの施設の成績，他施設の成績など

を比較して検討する．

 （1） E． coli

 前報と比較すると外来，入院ともCERの感受性率

がそれぞれ，77，5，65．3％から90．9，SO．O％IC上昇し

ている．入院の方ではNAが97．9％から85．3％に，

またKMも88．9％から78．9％に低下している．

．また外来，入院ともにABPC， SBPC， CP， TC感

受性率は中等度で変ちず，申牟田ら3）の報告とは，

NAの感受性率の良いのが異なる点であり，またCER

の感受性率の良くなっていることが共通している．

 また永友ら4），三方ら5）の報告とも比較的よく一致

している．

 （2） K． Pneumoniae

 前報に比して外来，入院ともCERの感受性率がそ

れぞれ55．7％，38．1％から76．0％，63．1％に上昇し

ている．入院では前報｝こ比してKM， GM， TC， NA

の感受性率が20～30％程度ずつ低下している．中牟

田ら3）の報告と同様，GEXの感受性率は良く，永友

ら4），三方ら5）のいうごとく，PC系薬剤には耐性菌

が多い．

 またはほとんどの薬剤で入院よりも外来由来菌に対

する感受性率が高い．

 （3） Proteus spp

 前堂ではProteus sPPをまとめていないがここでは

他施設で菌株数の関係か，まとめての報告が多いので

それにならったが，P． mirabilisとIndol陽性．Preteus

では薬剤感受性に差があるので，それらの一部も次に

示しt．ABPC， CER， CEZで外来由来の感受性率

が他剤より悪く，CLは感受性がほとんどないので図

から省略した．中牟田ら3）の報告と同様，アミノ糖系

のKM， DKB， GMは高度感受性である．しかし中

牟田ら3）の報告に比し，CP， TC， NAは比較的良好

な感受性率である．永友ら4）の報告よりも全体的に感

受性率が高い．

 入院の方でも中牟田ら3），永友ら4）の報告に比して

感受性率が高い．これはIndol陽性Proteusの比率

lCよるためもあると考えられる．

 （4） P． mirabilis

 外来の方では前報に比してABPC， SBpq， GER，

CPの感受性率が向上し，入院の方ではCERの感受

性率上昇と，TCの低下が認められる．もっとも感受

性率の低いのはTCであるが70％台を示している．

 （5） P． morganii

 Indol陽性Proteusのうちもつ．とも多く，前半のP・

vulgalisとほぼ同様の薬剤感受性を示しt．ABPC，

CEX， CER， CEZにはほとんどが耐性で，アミノ糖

系に高度感受性率を示している．これは三方ら5）の報

告とよく一致している．

 （6） P． aeruginosa

 外来，入院とも罪報とそれほど変化はないがCP，

TCで多少感受性率が上昇している．中等度以上の感

受性率を示すのはSBPG， DKB， GM， TC， Gしであ

る．これらのうち，DKB， GMに対しては入院患者

由来菌1に耐性菌が多い．
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 この成績は中牟田ら3），三方ら5）の報告と比較的よ

く一致している．永友ら4）の報告では外来でGM 50

％，SBPC， TC 45％，入院でGM 45％， SBPC 34％

でこれと比較するとかなり良い．

 （7） S． marcescens

 前報と傾向は変りがなく，各薬剤．とも多少感受性率

の向上がある．

 中牟田らの報告では外来，入院ともほとんどの薬剤

で感受性率が40％以下であり，永友ら4）の報告でも

CP以外の薬剤では感受性率が50％以下，三方ら5）の

報告でもGM以外はほとんど感受性がないとされて

いるが，われわれの施設では，外来ではSBPC， KM，

DKB， GM， CP， NAが50％以上の感受性率を示し

ており入院の方ではDKB 25％， GM 50％， CP 42．5

％，NA 57．5％となっている．

 このことは，他施設におけるSerratiaの分離頻度が

高いことと関連しているように思われ，それだけさま

ざまの抗菌薬が投与され，耐性菌が増加していると推

測される．

 （8） E． cloacae

 外来ではアミノ糖系，CP， TG， NA， Cしに比較的

感受性があるが，入院ではCL， NA以外は感受性率

が高くなく，CP 52．9％， GM 44・1％， TC 44．1％，

DKB 41．2％である，これは中牟田ら3）の成績と一致

している．

 （9） Enterocoeci

 前報に比して外来，入院ともCERの感受性率上昇

と，CEZ， TCの感受性率低下がある．とくにCEZは

前報では外来69．7％，入院77．4％であったのがそれぞ

れ37．7％，39％と低下がいちじるしい．逆にCERが

前号で外来28％，入院27．8％であったのがそれぞれ

77．5％，73．5％となっている．またTCの感受性率

も90％台から70％台に，外来，入院とも低下してい

る．

 しかしながら，アミノ糖系はやはり感受性率が低

く，ABPC， PCG， SBPCなどの成績が良い．中牟田

ら3）の報告では外来でCEZ 100％， CP 90％，入院

でGM 57％とわれわれの成績と一致しない面もあ

った．永友ら4）の報告でもCER， CEZが好成績であ

った．

 （10） S． epidermidis

 前報ではどの薬剤も比較的良好な成績を示していた

が，外来では，GM， KM， ABPC， PCGの感受性率

低下，入院でK：M，GMの感受性率が低下している．

 他施設の報告がないので比較はできないが外来では

PCG， NA， KMを除くどの薬剤でも高感受性率を示
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し，入院の方ではKM， GM， DKB， PCGの感受性

率の低下が目立っ．NAは入院で84．7％と外来｝こ比

して高い感受性率を示すが，これは前報でも同様で，

この原因は不明である．

 以上他の施設および，1976～1978年のわれわれの施

設における成績と比較しながら検出菌分布，薬剤感受

性についてのべた．

 前報に比して球菌系の増加がみられ，Enterococci，

S．epidermidisが比較的大きな役割を占めていたが，こ

れはいわゆる第3世代のcefem系薬剤の多用にも一

因があると推測された．

 また他施設よりSerratiaが少なく，薬剤感受性率に

差がみられたこともこれに関係しているのではないか

と考えられた．

 薬剤感受性試験の結果各菌種に対する各薬剤の傾

向はそれほど大きな変化はなかったが，E． coli， K．

Pneumoniae． P・mirαbilisに対するCER．の感受性率上

昇，P． aeruginosa， P． morganiiにABPC， CEX，（】ER，

GEZは無効であること，菌株数は少ないものの

S． marcescensの入院由来株は多剤耐性であること，

S．epidermidisでも入院由来株ではアミノ糖系薬剤の

耐性菌が増加したことがみられた．

結 語

 1979年1月から1980年12月までの間に，東海大学病

院泌尿器科外来および病棟の患者尿中からlo5コ／ml

以上の細菌を検出したものについて検討した．

 全部で2942株あったが，そのうち27．3％（804株）

はグラム陽性球菌であった．

 外来からは2128株検出され，E． coli 25．2％， Entero－

eocci 13．3％， Proteus sPP l l．8％， P． aeruginosa 72．％，

K．Pneumoniae 6．9％， S． epidermidis 5．8％であった．

 入院患者からは814株検出されEnterococei 16，7％，

Proteus sPP 12．690， E． coli 11．7％， P． aeruginosa 11A

％，K． Pneumoniae 10．3％， S． epidermidis 8．8％であっT．

 外来ではPro繊5噸， P・aeruginosa， NFGNB，入院

の方ではE．coli， K・Pneumoniae， Enterococciが増加傾

向にあった．

 9菌種について，各種薬剤のディスク感受性をみ7し

が，NAを除き外来由来菌の方が全般的lcrs剤感受性

率がよかった．

 この2年間はUTIの治療に，いわゆる第3世代の

セフェム系薬剤を多用しt t：めか，Serratiaの分離頻

度は2．5％しかなく，他院の成績より薬剤感受性率も

よかった．
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